
高

村

航

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

日

本

の

生

産

性

が

長

年

停

滞

し

た

原

因

の

一

つ

に

は

、

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

と

し

て

の

付

加

価

値

ア

ッ

プ

に

対

し

て

、

世

界

各

国

と

比

べ

向

き

合

っ

て

こ

な

か

っ

た

こ

と

に

あ

る

と

言

わ

れ

て

い

る

。

そ

の

背

景

の

ひ

と

つ

に

強

固

な

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

を

組

む

こ

と

で

安

定

を

手

に

入

れ

よ

う

と

し

た

面

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

る

が

、

結

果

と

し

て

日

本

の

生

産

性

は

大

き

く

下

が

っ

て

し

ま

っ

て

お

り

、

我

々

は

挽

回

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

　

日

本

の

伝

統

的

な

企

業

で

は

、

「

そ

れ

は

私

た

ち

に

と

っ

て

当

た

り

前

で

す

か

ら

」

と

い

っ

た

謙

虚

さ

が

裏

目

に

出

て

い

る

。

自

分

た

ち

の

当

た

り

前

は

相

手

に

と

っ

て

は

当

た

り

前

で

は

な

い

こ

と

が

多

い

。

自

分

た

ち

の

ど

こ

に

付

加

価

値

が

あ

る

の

か

を

相

手

の

立

場

に

立

ち

、

想

像

力

を

も

っ

て

価

値

を

値

付

け

す

る

能

力

を

備

え

る

こ

と

が

必

要

だ

。

　

例

え

ば

、

一

部

の

飲

食

・

サ

ー

ビ

ス

業

で

は

、

日

本

人

に

は

当

た

り

前

の

商

品

・

サ

ー

ビ

ス

が

外

国

人

に

と

っ

て

は

魅

力

的

で

、

も

っ

と

高

値

で

売

れ

る

と

気

づ

き

、

外

国

人

向

け

の

高

価

格

設

定

を

し

て

い

る

。

い

く

つ

か

の

格

闘

技

や

コ

ン

サ

ー

ト

等

の

イ

ベ

ン

ト

で

は

、

会

場

チ

ケ

ッ

ト

代

が

席

に

よ

っ

て

は

数

万

～

数

十

万

円

と

相

当

の

高

価

格

設

定

だ

が

、

彼

ら

は

顧

客

が

付

加

価

値

に

応

じ

た

支

払

い

を

す

る

こ

と

を

知

っ

て

お

り

、

そ

の

た

め

に

緻

密

な

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

戦

略

を

練

る

。

こ

の

よ

う

に

自

分

た

ち

の

商

品

・

サ

ー

ビ

ス

が

、

対

象

の

顧

客

に

と

っ

て

競

合

他

社

に

比

べ

て

魅

力

的

で

あ

る

の

か

ど

う

か

を

把

握

す

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

る

。

　

私

は

仕

事

と

は

「

作

業

＋

付

加

価

値

を

つ

け

る

こ

と

」

だ

と

定

義

し

て

い

る

。

作

業

は

大

事

だ

が

、

今

後

Ａ

Ｉ

が

対

応

す

る

範

囲

が

広

が

っ

て

い

く

。

人

間

に

し

か

で

き

な

い

こ

と

は

、

考

え

、

付

加

価

値

を

つ

く

る

こ

と

だ

。

付

加

価

値

を

生

む

に

は

「

相

手

の

役

に

立

つ

」

と

い

う

考

え

方

が

重

要

だ

。

そ

の

役

立

ち

度

の

社

会

か

ら

の

評

価

が

付

加

価

値

額

と

い

う

具

体

的

な

数

字

で

表

さ

れ

る

。

　

会

社

の

付

加

価

値

額

は

社

員

の

総

和

で

あ

る

た

め

、

Ａ

Ｎ

Ａ

の

よ

う

に

経

営

側

か

ら

の

発

信

と

全

社

的

な

取

り

組

み

が

大

事

だ

。

一

人

ひ

と

り

の

社

員

に

至

る

ま

で

、

具

体

的

な

取

り

組

み

に

落

と

し

込

ん

で

い

く

こ

と

が

生

産

性

の

向

上

に

は

と

て

も

重

要

だ

。

達野直樹・全日本空輸経営戦略室企画

部ＫＡＩＺＥＮ改革推進チームリーダ

ーの話

　コロナ禍収束後の２０２４年、社員のエ

ンゲージメントを高めていくためには

人材への投資をしっかりやっていくこ

とが必要だと経営層が打ち出した。給

与や教育の機会など人材への投資もコ

ロナ禍前以上の水準を目指している。

社員のエンゲージメントが高まれば、

サービス品質が高まり、それがお客様

の満足につながる。ＡＮＡグループの

経済的価値を高め、利益が上がること

で、利益を人材への投資という形で社

員に還元できるという考え方で取り組

んでいる。

　付加価値向上の取り組みは各職場で

進んでいる。客室部門では、デジタル

の効果的な活用によって、客室乗務員

とお客様との接点時間を増やし、お客

様の満足度向上につなげている。運航

部門では月平均１５０件の手続き業務の

ＫＡＩＺＥＮに着手したり、ＤＸを推

進し属人化していた業務の標準化と業

務負荷の軽減に寄与している。ケータ

リング会社のトレーセット部門では機

内食の作り方をクラス単位から便単位

へ変更し、さらに冷蔵庫での保冷時間

を短縮するとともに、便ごとにアサイ

ンしてあるトラックにも積みやすくし

た。

　こうした事例は社内の事例共有サイ

ト「Ｖａｌｕｅ＋」（バリュープラス）

に掲載し、共有と応用を推進しており、

事例数は２５７７件に及んでいる。

　生産性向上は一人ひとりが主人公で

あり、一人ひとりが自分ごととしてと

らえ、自らの業務を見直し、業務にお

ける付加価値とは何かを考え、それを

高めるアクションを実行できるような

企業風土を醸成させていきたいと考え

ている。

　

Ａ

Ｎ

Ａ

（

全

日

本

空

輸

）

で

は

、

「

人

財

へ

の

投

資

を

起

点

と

し

た

価

値

創

造

サ

イ

ク

ル

の

好

循

環

」

を

実

現

す

る

た

め

の

施

策

の

一

つ

と

し

て

、

「

付

加

価

値

創

造

に

重

点

を

置

い

た

生

産

性

向

上

」

の

取

り

組

み

を

全

社

で

推

進

し

て

い

る

。

　

「

価

値

創

造

サ

イ

ク

ル

の

好

循

環

」

と

は

、

「

人

財

へ

の

投

資

」

に

よ

り

、

社

員

一

人

ひ

と

り

の

働

き

が

い

や

挑

戦

意

欲

を

高

め

、

全

役

職

員

が

基

本

品

質

・

生

産

性

の

向

上

を

果

た

す

こ

と

で

、

顧

客

の

喜

び

を

創

出

し

、

そ

の

先

に

あ

る

Ａ

Ｎ

Ａ

グ

ル

ー

プ

の

社

会

的

・

経

済

的

価

値

の

向

上

に

つ

な

が

る

循

環

の

こ

と

だ

。

　

「

付

加

価

値

創

造

に

重

点

を

置

い

た

生

産

性

向

上

」

は

、

単

に

費

用

や

人

員

数

な

ど

の

イ

ン

プ

ッ

ト

を

減

ら

す

の

で

は

な

く

、

Ｉ

Ｔ

投

資

や

Ｄ

Ｘ

投

資

な

ど

を

進

め

て

「

イ

ン

プ

ッ

ト

の

適

正

化

」

を

図

り

な

が

ら

、

収

入

や

顧

客

満

足

、

サ

ー

ビ

ス

品

質

な

ど

の

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

を

増

や

す

（

高

め

る

）

こ

と

で

生

産

性

を

向

上

さ

せ

る

取

り

組

み

と

な

っ

て

い

る

。

　

「

イ

ン

プ

ッ

ト

の

適

正

化

」

は

、

断

捨

離

や

Ｋ

Ａ

Ｉ

Ｚ

Ｅ

Ｎ

に

よ

る

効

率

化

と

い

っ

た

イ

ン

プ

ッ

ト

を

地

道

に

減

ら

す

活

動

と

、

教

育

・

研

修

の

拡

充

や

働

き

や

す

い

職

場

づ

く

り

な

ど

の

結

果

的

に

イ

ン

プ

ッ

ト

が

増

え

る

活

動

と

の

両

立

の

意

味

も

あ

る

。

　

成

果

を

測

る

指

標

と

し

て

、

「

付

加

価

値

生

産

性

指

標

」

を

設

定

（

２

０

２

５

年

度

は

、

コ

ロ

ナ

前

の

２

０

１

８

年

度

と

比

べ

て

�

％

の

改

善

を

目

指

す

）

し

、

一

人

あ

た

り

の

人

件

費

（

人

財

へ

の

投

資

）

と

一

人

あ

た

り

の

営

業

利

益

（

社

員

一

人

ひ

と

り

が

生

み

出

す

付

加

価

値

）

の

双

方

を

伸

ば

し

、

価

値

創

造

サ

イ

ク

ル

の

好

循

環

を

目

指

し

て

い

る

（

図

表

参

照

）

。

　

日

本

生

産

性

本

部

で

は

２

０

２

４

年

度

に

、

Ａ

Ｎ

Ａ

の

付

加

価

値

創

造

に

重

点

を

置

い

た

生

産

性

向

上

を

支

援

す

る

た

め

の

研

修

を

実

施

し

た

。

　

Ａ

Ｎ

Ａ

の

役

員

、

グ

ル

ー

プ

会

社

社

長

を

対

象

と

し

た

研

修

と

、

グ

ル

ー

プ

会

社

部

長

を

対

象

と

す

る

研

修

で

は

、

大

川

幸

弘

同

本

部

常

務

理

事

が

生

産

性

に

関

す

る

講

義

を

実

施

し

た

。

　

付

加

価

値

労

働

生

産

性

を

経

営

と

し

て

全

社

展

開

す

る

た

め

に

は

、

最

終

的

に

は

「

額

」

に

落

と

し

込

む

必

要

が

あ

る

が

、

す

べ

て

の

組

織

で

付

加

価

値

を

「

額

」

と

し

て

設

定

す

る

こ

と

は

不

可

能

な

た

め

、

組

織

の

役

割

や

ミ

ッ

シ

ョ

ン

を

起

点

と

し

て

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

を

考

え

、

設

定

す

る

こ

と

が

必

要

な

こ

と

や

、

付

加

価

値

向

上

の

ポ

イ

ン

ト

は

人

へ

の

投

資

（

ス

キ

ル

ア

ッ

プ

、

リ

ス

キ

リ

ン

グ

、

公

正

な

賃

金

処

遇

、

や

り

が

い

の

あ

る

職

務

配

分

等

）

や

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

の

価

値

向

上

（

特

に

社

員

価

値

、

顧

客

価

値

と

社

会

価

値

）

で

あ

る

こ

と

が

説

明

さ

れ

た

。

　

ま

た

、

高

村

航

・

同

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

は

、

グ

ル

ー

プ

会

社

部

長

と

、

職

種

を

問

わ

ず

研

修

を

希

望

し

た

参

加

者

に

対

し

て

、

付

加

価

値

向

上

に

関

す

る

研

修

を

実

施

し

た

。

　

高

村

コ

ン

サ

ル

は

、

価

値

創

造

に

お

い

て

は

、

「

対

象

の

価

値

は

相

手

（

顧

客

）

が

決

め

る

」

と

い

う

こ

と

か

ら

、

商

材

の

機

能

や

魅

力

が

「

そ

れ

を

利

用

す

る

顧

客

に

ど

の

よ

う

に

役

に

立

つ

か

」

を

考

え

打

ち

出

す

こ

と

が

重

要

で

あ

る

こ

と

や

、

顧

客

が

発

信

す

る

表

面

的

な

要

望

の

背

景

に

あ

る

本

当

の

ニ

ー

ズ

を

解

決

で

き

る

こ

と

で

顧

客

か

ら

見

た

価

値

は

非

常

に

高

ま

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

さ

ら

に

今

後

、

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

を

増

や

し

て

生

産

性

を

向

上

さ

せ

て

い

く

際

に

は

、

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

の

指

標

を

「

イ

ン

プ

ッ

ト

量

×

確

率

」

の

式

に

分

解

し

、

イ

ン

プ

ッ

ト

量

と

確

率

の

ど

ち

ら

を

高

め

て

い

く

か

を

検

討

す

る

こ

と

や

、

確

率

を

高

め

る

こ

と

に

目

が

向

き

が

ち

だ

が

、

相

応

の

量

を

こ

な

さ

な

い

と

確

率

は

上

が

ら

な

い

点

に

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

も

指

摘

し

た

。

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

過

去

の

連

載

も

掲

載

し

て

い

る

、

生

産

性

向

上

の

ヒ

ン

ト

が

見

つ

か

る

情

報

サ

イ

ト

「

生

産

性

ｎ

ａ

ｖ

ｉ

」

も

ご

参

照

く

だ

さ

い

。


